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真 木 -和 美 即niv ofCalif,LaJola)
lo･._昨年 8月 16日か ら21日までイギ グスの Sussex大学で上のテーマで
Symposilm_があ りました｡･Sussex大学は Londonか ら汽車で一時間ばか り
南かこ下った Brightonの街はずれにあ りますoBrightonは明るい色彩感に
富んだ街で海岸は多 くの避暑客でにぎわっていました｡SlユSSeX大学はまだ-部
建築中ですが､広い録の立木に包まれ た静かなキャ ンバスはt毎 日の様に訪れ
る見物人_牢辱銘をよびお こしている様で.したo Symposiumの内容は以下のプ
ログラムか ら推察さ元も ように主 として Supercond_uctivityと tle Ⅱ に

















30先ず No牢eresの話を簡単に要約す ると･ もし phonoa-electron
あるいは inPurityJelectron scatteringが無視出来 るならば､T-oK
では､ Superoonductorのなかでの currenも及び voTもexの轟動は 日e4Ⅱ
の場合と同様に classicalperfecも fiuidの理論でか けるということで
すo磁場の中の typeⅡ Superconductorを回転す る bucketLの中の 日eⅡ
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deGe甲 eSは次の様な Subjects について話した.
工. Metastablesta七es ､




Ⅱ ･Binlary effecも一正- Strong fi･elaeffect onnormal s土de
I昼 もyp弓Ⅱあ るいは Type 1 SuPerCOnquCもorにおいて surfaceでは強
い磁場のもとに meta-stables七a七e(superhea七edsもatejを作 るて とが
可能 であ る｡ TypeⅡの場合には､ 翫 >hTclの時に も sqrfac?effectや
よって vOrもexは bulkに入 81'ことができないo 従って､ fLsゝ 翫 >･Eicl
(独ヨ二日C)の間の fieldでは slユTface近 くの .su.percond.uctiviもyは
strongmodificatibn∴を うけるO特k･C野,fI,jは･
1 ∂2g7




?? ?? ? ? ?
(rlL, L_eqか ら丁
イ ス ナ-state I/E
とな り､_上の様 な状態では inequilibrium propertiesはいろいろ変化を
うけ′るLI Strongmagneticeffectをみ る-ことも出来 るだろう｡
Ⅱ,･IⅡ の話は norm往1-Supermetalを-.superposeした系が外湯のな
かで どう振.舞･5かの語を したものでト ある意味で Coigaもe会議での話 を磁場
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のある場 合に拡蔵 したもの といっていいでしょう〇一時に面白いのは･竺ornal
sideは T～Tcで TypeⅡ として振舞うことがT～0では Tダpe王として
振舞うことです｡ これは
1 , ･46i(A)千 T÷T i
lAl ､J=C2kBT
)r l/2
A(A)一 告 鞄 (0,(芸 )12forVN-rO , F瑞
を用い. 輔-1N/I.(7)を用いると明らかです｡実際 OTSa-yでやった 七um e-
1ingの測定の話をしました.
50 Roundtableでは主に TypeⅡ superconducI,orBでの ぶ1,E2の
実験の話が中心になりましたO それを表示すると
dirもylimit purelimit










`2‡0)/ 6 - 1.2号･inも-1‡>2
△
のようになります｡dirtylimitでの ･=2について理論と実験の不一致は最
も seriouBな問題です｡ 〔(注)畳近 c.Caroli,班.CyTOt , deGennes
が dirもylimi_七での ･:2 を計算し､ ･=2(j)-El(0)A:2CI)≦ ･=1(T)を示 した
そうですo £lの と `2m との差はafewpersen七で･定健 的には `2m二
-Elm と考えてよいようです〕 .





を tPbaSeSlipagein-vortexno七ion もhrougbanarrO町 Cbaユnei"･-
を議論しました. AVでの condensate の状塵は一般には
F(AV)= 蚤 aN WN
27{
野N-I e-iNや g 画 や0
特lJC<F>- (1/AV)苗場-iaN<恥 1･jdVF VN>




が必要で あ る? ANはNの fluctuaもion 上の定義から 〔N,甲〕=iが導かれ




通 - 担 ,N].- 1一一∂甲
さらに､ 拍 式か ら 滝 <`甲> -
藤霊宝> ∂軍一･一■■■･.■'~-- ~･.■■-
dN ∂甜
が得 られ るB上の式の応周 として､ t PhaseSlipage "さま次の様に書 けるQ
phaBe差 (pr P2)は vortexの motionによっで
vortex
迩芸 (甲1-92)- Pl-P2
<pl-P2>七- - 孟 (p1-92)>-滋 芸
ここで n は vorもex densityo従って jLエーP2 は r∂,七eoftransport
vorもexを与えるO 上の式は JosephseincuTrentの計算にも使 うことが
出来て､二つの S.0.が Weak coupleしているとき､
fl〉










更に 91-P2 が小 さくしてt空間的に変化している場 合には
U- ul(弼 2
従って
J= 8U 必ns 必- =｢㌻▽甲= nsVs(Vs=苗▽め8(Ag)
とな り-. ぉな じ式がえ られ る｡
70 JosephBOヱユは最初に今までの理論及び実験につ-いて rerie町をや り､
更に新 しい 七imedependenteffectとして.IOXidelayerをはさんで･
の phased土fferenceを砂とすると
∇ 2番 - 妄 蒜 ¢ - - 2sinO
V-C/(4汀｡cj>2 -2xlOgcq(see, i- 如 字布 Jsedy21～-Ⅱm寸2
wo-V/i- (23-se/bc)>2,00/2W～7GC/Secの式が琴 られ るO (上式 は
FerTell-PTangeの self⊥函enchの時の式の一般化)がt その解 として.
¢<きく 1の ときには
▽2¢-i(a,2-む吉)ノヤ弓 @- 0




80 鞄 eaもIeyは列の 甘e3の測定の語 (-TDtiySi‥cgをみよ)8 胞 丁もinは
fle4Ⅱでの seco云d･soWldを dBbsity-correユa七ion ftinCtionvelc
tempdepにつ_いてくわしい実験の話､ とくに CがTk億 とん ど ind_epな方
のはまだ完全な説明はないようです｡そのほか､竃e3RBミ低温で Landauの
Fermi･1iqu.idもheoryか らずれ ることについての Balian-FTad.kinの
理論､ 諾e3-fle4由ixも71Teについて､ fle3の零度があるOC出もicaiを値以下の
ときには1.PhasesepaTa七ionは起 らないとのこと､ここれは新しい 七ypeの
琶e3 の slユPeヱ:fiuidityの問題を提起 しましたO燃上の様な話で全体 として
は新 しい藷 と云 うより､今 までむ色々の問題の整理 といった感 じの sy三軍pOSiu皿
でしたo ぼく自身は sympdsitim よりも､.いろいろの人 との個人的な
dis･3uSSion をもっ とも ed3-L)yLましたo 多分 8-TimpO申unの内容は今年
の Rev.iWod.Phys.に発表 され るど思いますO
-243-
